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　日本にかける竿釣り漁業によるビンナガの漁

獲は，毎年，春季日本近海で始まり，漁場は次

第に車寄いこ移勤します。近年では，漁場の車

行は目付変更行を越えて西経海域にまで達し，

漁期も延び引頃向にあります。

　日本の竿釣りによる北太平洋のビンナガ漁獲

鼠は釣２万～７万トンで，このうち，天皇海山

周辺域で４千～１万５千トンが漁獲されていま

す。この海域では，日本近海に比べ，海洋前線

の発達か弱く，漁場形成の要因として海山の存

在が重要であると指摘されています。

1.漁獲量

　竿釣り漁業による天皇海山城におけるビンナ

ガの漁獲は昭和48年以降本格的になりましたが，

その漁獲量は毎年太古く変勤しています（衷）。

　各年の漁獲量をみると，昭和49年には15,000

トンを越えていますが，昭和55年には2,400ト

ンにすぎません。天皇海山城のビンナガ漁獲量

の竿釣0総漁獲量に対する割合は最高の昭和50年に
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は25％ですが,最低の昭和55年には５％にまで落

ち込み，日本の竿釣り漁業の天皇海山城に対す

る依存度は一定ではありません。

　昭和51年以降，天皇海山周辺城を中心に秋期

にも竿釣りビンナガ漁が行なわれるようになり，

その漁獲量は当初7,匍Oトンもありましたが，

その後年々減少し，昭和55年には300トン以下

になってしまいました。竿縄併用船時代から秋

期におけるビンナガの漁況変動の大きいこと

が知られていますから，近年の漁獲量の滅少が

資源の低下によるものと必ずしも断定できませ

ん。

2.漁期，漁場

　漁況や漁場形成に影回を及ばす要因のうち，

海底地形は昔から奸漁場を探索する要素として，

広く利用されてきました。ビンナガについては

昭和13年頃より天皇海山周辺海域を対象とした

延縄試験が実施されましたが，竿釣いこよるビ

ンナガ漁は，昭和45年頃より本格的な漁業とし

衷　天皇海山周辺域における竿釣りビンナガ漁獲量（昭和45年～58年）

年 周　　年 秋　　期 年 周　　年 秋　　期

昭和45年

　　46

　　47

　　詔

　　49

　　50

　　51

　　　Ｏ　トン

　　　0

　　226

10,623

15,618

13,100

10,269

　　Ｏ　トン

　　０

　　０

　　０

　　０

　　０

７,３５９

昭和52年

　　53

　　54

　　55

　　56

　　57

　　58

4,091　トン

４,詔6

13,355

　2,416

（　764）

（2,341）

（6,531）

3,983　トン

3,750

2,942

　277

（

）は夏期のみの漁獲量



て成立しました。

　通常，竿釣りによる天皇海山漁場は黒潮前線

漁場が衰退する６月中旬以降に形成されます。

　漁場形成の旱い年には５月下旬から操業が始

まります。昭和48年から51年までの漁場開発初

期には，毎年この海域に好漁場が現われ，１日

１隻当り30トン以上の漁獲も珍らしくありません

でした｡一般に,35° 171cE付近のキンメイ海山に

初漁がみられ，次第に漁場は北上し，39～40･

Nに達し，その後東方へ移動します。また，長

期にわたって持続する漁場は南下する冷水勢力

の西側に形成されている場合が多いようです。

　夏期竿釣りビンナガの不漁年として，昭和52

年，53年，56年があげられまず。昭和52年の不

漁原因として，下層が低水温（10℃以下）で広く

おおわれていたこと，また，昭和56年の原因と

して，黒潮～黒潮緩流の蛇行が少なく魚群の移

行が旱かったことが考えられています。

　なお，この海域での漁場指標水温は，100 m

深で16°C ， 200m深で15°～16℃です。
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3.気体組成

　夏に天皇海山周辺城で竿釣りにより漁獲され

るビンナガは，体長50～60cmの２才気，60～70

cmの３才魚，70～80cmの４才魚，80～90cmの５

才魚の４年齢群から構成されています。もっと

も，この年齢組成は一定ではなく，年によって

変化しています。たとえば，昭和54年～58年に

おいては，４年齢群が出現したのは昭和54年漁

期だけで，昭和55甲，58年漁期は2･3･4才の３

年齢群，昭和56年漁期は2･4･5才の３年齢群，

また，昭和57年漁期は4弓才の２年齢群でした。

　なお，天皇海山城に出現するビンナガは，前

線漁場に比べ゛ヤセ″型のビンナガや，また，

ブルーミートが混ることかあり，さらに，黒潮

前線漁場と体長が若干異なることがあること等

から，天皇海山付近のビンナガは黒潮前線だけ

でなく，西経海域からも来遊してくる魚群もあ

ると考えられています。

4.標識放流

　天皇海山周辺城におけるビンナガの標識放流

Ａ：伊豆列島西側漁場

Ｂ：西之島漁場

Ｃ：伊豆列島東側漁場

Ｄ：東沖漁場

Ｅ：シヤッキー海膨漁場

Ｆ：天皇海山漁場

Ｇ：天皇海山沖合漁場

　U只年間200トン以上の漁獲が

　　あった海域

　　　　　　(昭和51～54年)

図　竿釣りビンナガ漁場の海域区分

結果は，水産庁遠洋水産研究所および東北区水

産研究所によってとりまとめられています。こ

れによると，昭和祁年から57年までの間に，静

岡水試の富士見等により，5,139尾のビンナガ

の標識放流がなされ，このうち，天皇海山周辺

域では，約1，600尾が放流されています。これ

と同じ期間に，アメリカ合衆国政府の下のアメ

リカ漁業者研究基金が，西経側においてビンナ

ガの標識放流を21,匯)O遜実施しています。こ

れらの標識放流により次の３点が指摘されます。

　第Ｄこ，天皇海山周辺域で放流されたビンナ

ガは，この海域に比較的長期開府溜し，その大

部分はその後西方に移勤し，アメリカ沿岸に向

うものは少ないということ。昭和49年６月15日

に35°- 4がN　171°-31' E の天皇海山上で富士

見から放流され，同年９月30日，10月３日にバ

ンクバー島南西海域で再捕された２尾を除けば，

再甘は主として150°～170°Eでみられ，また，

一部が日本近海に現われています。

　第２に，アメリカ合衆国太平洋沿岸で放流さ



れたビンナガは，１～２年経過した後，日本側

で再往されています。また，日本で黒潮前線漁

場が開発された昭和46年以降に再往例が多く，

天皇海山で奸商揚が形成されると，その海域に

再往が集中する頻向かあります。なお，天皇海

山城での再往例を水深別に調べた結果によると，

海山の南側に当る水深600～1,500mの位置で

の再往が多いということがわかっています。

　第３に，秋期の再往記録によると，２才魚は

東経海域から回遊してくるものであろうが，少

なくとも３～４才爆は東経海域だけでなく，西

経海域またぽ南方海域から来遊してくるものも

含まれると思われています。

5.良性と摂餌生態

　ビンナガの良性の研究は古わめて不十分で，

近年，静岡本試をはじめとする地方試験場によ

る共同研究として，天皇海山海域で竿釣り漁業

の対象となっているビンナガの胃内容物が調

査されるようになりました。これらの報告によ

れば，昭和57年～58年の夏期の竿釣りの対象と

なったビンナガの主の餌料は，マイワシ，およ

びイカでした。また，昭和57年には，胃の内容

物が少ないだけてなく，もっとも重要な飯粒で

あるマイワシを捕食している個体がn5％と低

く，一方，昭和58年には，マイワシを捕食した

個体は46.5％に達しており，それ以外の紅粉も

豊富に分布していました。この海域におけるビ

ンナガは，昭和57年には不漁，昭和58年には豊

漁であったという事実は，百科の豊かさに対応

しているように思われます。また，マイワシが

天皇海山域で繁殖するとは考えられませんので，

マイワシ等の飯料生物が沿岸から沖合に輸送さ

れ，濃縮される機構を究明する必要があります。

　　　　　　　　　　　　　　　（安井　　港）

有害物質による魚のへい死事故と原因調査（１）

　本県の河川における魚のへい死事故は，水質

汚濁防止法に基づく各種排水の排水基準，史に

特定水域での上乗せ排水基準による規制の強化，

魚非叶の低い農薬への切り替えなどが寄与して，

大規模な発生は減少傾向にあるといえます。

　しかし，未処理の廃液をこっそり流すような

悪質な廃液投棄によるへい死事故はなくなりま

したが，不注意による事故は依然として残って

おり，特に中，小河川，雇員用水路等での小規

模なへい事故はまだ多いのが現状です。

　へい死原因も，工場排水や農薬だけでなく，

河川上本工事，プール清掃，一般都市下水，そ

して病気など多種にわたり，原因物質の特定も

容易ではありません。

　魚類のへい死事故原因の調査は，魚の異常,あ

るいはへい死事故が発生した河川の水と,へい死

魚を採取することから始まります。

　それと併行してへい死事故発生現場，および

その周辺の工場排水の有無，田畑の利用状況を

調べ，また発見者からの状況聞き取りなどに

よって疑わしき物質の範囲をしぼり，何を調べ，

分析するかを決める参考にします。

　そして，水については，通常の河川水質とど

う違うのか，普段見られない有害物質がないか

どうかを知るために，後つかの水質項目につい

て分析探策を行います。

　一方，へい死魚は，外見，内臓所見に異常が

ないかどうかを詳しく調べ，必要に応じてシア

ン化合物，有機りん系農薬などが残留していな

いかどうか抽出，分析を行います。

　このような調査によるへい死原因の究明は，

発見が旱くて，事故発生直後の水が採れ，へい

死魚が保存できていれば十中ハ，九へい死原因

を特定することが可能といえます。

　しかし，偶発するへい死事故では，へい死直

後の現場を発見できた例は少なく，発生後数時

間を経て発見，通報という例が大部分です。

　従ってへい死魚は一定の状態で保存されて

いて払水は流れ去っていて調査の手掛りが残

されていないことが多いのです。

　そこで，幾つかの主要なへい死原因となる有

害物質について，これまでの事故発生例，調査

方法，汚染源，へい死魚に現われる異常などを

紹介することにします。

　1.強アルカリ物質

　強いアルカリ性を示す有害物質としてよく知

られているものに河川の護岸，改修工事に伴う

セメントのアクによる魚のへい死事故がありま

す。

　通常の作業では，工事箇所が直接水で洗われ

ないよう旅路を一部変更して行われるため事故

は起こりません。しかし，コンクリート打ちの



直後に降雨があったり，河川水で洗われてセメン

トが流れだしたりすると‾ﾄﾞ流域の蕉が死んだり，

河川水を利用している養殖池に人って天皇へい

死がよく起こります。

　また，小河川では，工聯終了後，生コン車を

川で洗ったり，残った生コンを川に棄てたりし

たために魚が死んだという例もあります。

　このほか，製追加工業で強アルカリ物質が使

用される業種としては，皮革工業，染色工業，

パルプ製紙工業などがあります。

　これらは，製造処理工程で強アルカリ物質が

使われているものの，排水時には中和されて，

そのまま排出されることはますおりません。

　しかし，時々排水処理時，機器の故障などの

トラブルで中和前の廃液が溢出することがあっ

て，へい死事故を起こします。

　排出される有害物質の種類には，土本工事で

問顔になるセメントのアクがあります。水酸化，

カルシウム，別名消石灰･（Ｃａ（ＯＨ）２）ともい

われる／水にわずか溶ける強アルカリ物質です。

　また，皮革，染色，パルプエ業で用いられる

ものには，酸化カルシウム，別名生石灰（ＣａＯ）

硫化ナトリウム（Ｎａ２Ｓ），ソーダ灰（Ｎａ２

Ｃ０３）そして水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）なと

て，いずれも水によく溶けて強いアルカリ性を

示す物質です。

　これらアルカリ物質を水に溶かしたと古の濃

度とPHとの関係を第１因に示しました。

ＰＨ

13

12

且

10

　9

　8

10

△

50 100　500

　　　度　　mg /l

000

濃

　　　　第１図　アルカリ物質の濃度とPH’

　およそ30～180懸/ﾂでPHが10程度まで上

昇しますが，水酸化ナトリウム，消石灰のＰＨ

が殼も高く，ソーダ灰，硫化ナトリウムがこれ

に続きます。

　従がって，これらが魚が死ぬ程の濃度で河川

に流入すれば，水のＰＨを測ることによって，

アルカリ物質の存在を確認することが可能です。

　しかし，これらアルカリ物質の水溶液は，空

気中の炭酸ガスを紋服してＰＨが低下するとい

う性質があって，保水後，保存状態が悪く，時

聞か経つとＰＨの測定だけてはアルカリ物質の

流入を証明てきない場合もあります。

　従って，ＰＨだけでなく，酸消費量，カル

シウム量も測定しておくことが必要てす。

　第１表に59年５月，アマゴの養殖池にセメン

トのアクが流入し，へい死事故が発生した特の

池水の水質分析結果を示レました。

　　第１表　セメントのアクが流入した

　　　　　　時の池水の水質

試水の種類 ＰＨ Ｃａ 砂川背景(PH4.8

囲　川　水

養魚池水

試　水1）

　//　　2）

7.75

7.75

9汀0

7謁1

iド才
20.2

20.0

41.6

41.0

　　岬当量/t
1.00

0.98

1.89

1.92

　試水：アマゴヘい死事故発生時の池水

　　　１）３日間冷蔵　２）室温放置

　アマゴがへい死した直後に保った池水を密栓

して冷蔵されたものはＰＨが高いのに，20右の

容器に半分保水して室温で３日開放置された池

水のＰＨは7.肘と低下していました。

　しかしカルシウム，酸消費量は両方とも異

常に高く，PHが低下した試水についてもアク

の流入を示唆することができました。

　最近の６年間に強アルカリ物質が原因と推定

されたへい死事故例を第２表に示しました。

　発生例としては多い方ではありませんが，養

魚池や，河川でも渇水期には天皇へい死を起こ

すことかあるので注意が必要です。

　これら強アルカリ物質の致死濃度は，種類に

よって，また魚種によって異なるものの，消石

灰，水酸化ナトリウムでは50～100劈/万万，PH

で10以上と比較的高く，安全濃度は，20～50

鴛/ﾂﾞ，PHで9.8以下とされていますが，あま

り報告例は多くありません。

　一方，アルカリ溶液によって死んだ時の魚の

特徴は，粘液の異常分泌で，体衷にも観察され

ますが，特に鰐に著しく，鰐弁が粘液塊でおお

われ，これに泥，ゴミ，プランクトン等が付着

している様子を見ることができます。

　この鰹を妁こ細かく観察すると，アルカリ物



質に接触した鰹は，鰹弁先端の上皮が壊死，剥

離し，中央の支持組織が裸出するという特異的

な症状を示します。（第２図）

第２表　強アルカリ物質によるへい死事故例

発生年月日 河　川　名 へい死魚種 摘　　　　　　　要

54. 1. 39

　　　9.　3

55. 5. 7

58.3. 29

　　　9.16

59.5. 26

　　　8.1

　　　4.16

二俣川（天竜市）

小潤井川（富士市）

氷見色川（静岡）

鯨ケ池（静岡）

横須賀川（湖西）

アマゴ生産池（水窪）

都田川（細江）

興津川（清水）

コイ，ウグイ，2へ･3,000凪

アユ，ウナギ，ドジョウ

アユ10,000尾

タナゴ,オイカワ

フナ，ノ七100尾

アマゴ20,000尾

アコ几000～1,200尾

アユ50,000尾

河川水ＰＨ ９．５２

　　　ＰＨ１１～１２

　　　ＰＨ ９．８０生コン洗車

　　　PH n.87

PH 11.82，Zn1ふ2 ppm

PH　970　セメントのアク

生コン廃棄

カ性ソーダ流出の疑い

正常な鰹弁像（アユ）

　　鰹弁先端の上皮剥離像（アユ，か|生ソーダ溶）

　　　　　　第２図　鰹　の　病　変_

　この症状は，農薬やシアン化合物など神経毒，

生理不活性毒を示す郎刮対質,および強酸では観

察されず，へい死後２～３時間以内に採取，冷

蔵保存された個体だったら原因推定の一助とし

て使える特徴といえます。

　しかし，この粘液異常分泌，あるいは鯨弁の

特徴は，強アルカリ物質が原因でへい死した時

だけに現われるものとは限りません。

　焦が異常を感じた時の防衛反応として一般に

粘液分泌が九進すること，また鰹は，魚体組織

中殼も外囲条件の影響を受け易く，死後，組織

学的な変化を起こし易い部位です。

　そのため，魚が水の中で死ぬと冷遇圧調節能

を失って，水が外から侵入し，鰹弁の膨いゅん，

上皮の壊死，剥離が起こり，死後5,6時間以

上水の中に放置されると判別は困難でいつでも

使える特徴とはいえません。

　一方，魚体から原因物質の存在を証明するこ

とは，これら強アルカリ物質が水に溶けて分解

するため，初発物質そのものを抽出あるいは検

出することはで古ま廿ん。

　このように，強アルカリ物質による魚類のへ

い死事故は，発生直後に発見，保水されれば，

水質を調べることで原因の推定は可能だといえ

ます。

　また，原因となったアルカリ物質が流れ去り

水からは証明できない場合でも、事故発生後２

～３時間以内にへい死魚が採取保存されていれ

ば，粘液分泌の状態，鰹弁の異常の有無によっ

て原因を推定できる可能性は残っているといえ

ます。

　しかし，それ以上経過すると原因究明の極め

て困難なへい死事故で，事故発生後どれだけ速

く発見できるかが死因を解く鍵といえましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　（犬上略久）

水産加工品の品評会審査結果

　農林水産祭参加の品評会が開催され，本県の

水産加工品が多数受賞しましたので，主な賞を

受賞された方をご紹介致します。

〔第４回水産加工総合品評会〕

　主催：静岡県水産加工業協同組合連合会，日

時：昭和59年10月５日，場所：静岡市，本審査

点数:429 ，審査員：三輪勝和束海区水産研究

所長他20名。



　主な受賞者：農林水産大臣賞，玉舟良一・由

比町・ムキサクラエビ，㈱寺岡往古商店・焼津

市･ﾏｸﾞﾛ佃煮，五十嵐公夫･沼津市･マアジひも

の。水産庁長官賞,服部新市･焼津市・生別節，

山本喜知男・焼津市・塩サバ，岸竣成・静岡市

　・シラス釜揚げ，瑞穂水産㈱，静岡市・シラス

タタミ干し，吉井長ハ郎・焼津市･鰹節，大井

川養殖漁協・大井川町・ウナギ白焼，マルイ削

節㈱・由比町・イワシ削り節，水谷商店・蒲原

町・イワシ削り節，㈱佐野沢次郎商店・由比町

　・糸ひき蒲鉾。なおこの他静岡卯知事賞，静岡

県議会議長賞等89点の受賞がありました。

〔第12回全国鰹節類品評会〕

　主催：社団法人日本鰹節協会他鰹節関係３団

体，日時：昭和59年10月23日，場所：焼津鰹節

組合荷捌所，本審査点数:128，審査員：野中

順三九前東京水産大学教授他11名c

　本県関係の主な受賞者：農林水産大臣賞，㈱

カネゼン・焼津市・本節，焼津鰹節伝統技術研

借金・焼津市・鰹本節。水産庁長官賞，大橋正

夫吋目良町･鰹亀節，綾部国夫･沼津市・鰹亀

節，㈱まるハ大石商店・焼津市・荒本仕上節，

焼津削節㈱・焼津市・荒本仕上節，小石信義・

焼津市・丸サバ節。なおこの他静岡県知事賞等

40点の受賞がありました。

〔第37回全国蒲鉾品評会〕

　主催：全国蒲鉾水産加工業協同組合連合会他

１団体，日時：昭和59年10月12日，場所：東京

都，本審査点数:800 ，審査委員：清水寛高知

大学教授他４名。

　本県関係の主な受賞者：水産庁長官賞，妁）丸

生食品・焼津市・このは焼き，川久商店･焼津

市・蒸し板，浦安商店・静岡市・白半ぺん。な

おこの他東京都知事賞等29点の受賞がありまし

た。　　　　　　　　　　　　（和田　卓）

　　　　　調査船の動き

○富士光（８月20日～９月６日）

　　　　第二種中間検査のためドック入り

　　第４次　９月25日～10月19日　南方鰹調査

　　　　　11月５日～11月10日

　　　　　　　　　　漁業高等学園実習航海

○駿利光（サンマ漁場調査）

　　　　　　８月２日～８月10日　北海道東方

　　　　　　８月20日～９月20日　北海道東方

「

へ

10月18日

10月23日，

本　場

奥駿河流水質調査

24日 地先観測

日　誌

８月）

２日　研報編集委員会（富土釜鱒場）

３日　ふるさと学級（本場）

６目　県下中学生漁業研修会（本場）

９日

10日

廿日

17日

20日

22目

23日

24日

25日

30日

サンマ海況予報会議（11日迄　塩釜市）

開発型企業研究会（本場）

サクラエビ漁業組合総会（熱海市）

農林水産技術会議水産幹事会（静岡市）

サンマ漁業研修会（安良里）

県議会農林水産委員視察（富士淀鱒場）

県議会総務委員会視察（本場）

環境放射能測定技術部会（静岡市）

技術連絡協議会（23日～24目本場）

焼津鰹節約合資年金研修会（焼津市）

沿岸漁業改善資金行政監察（本場）

場長中国浙紅雀視察（8月25日～9月５目）

塩カル凍結試験報告会（東京都）

定置協会総会（伊東分場）

（９月）

　３日　宮城県議会産業経済委貝会来場（本場）

　５日　台湾水産研修生来場（本場）

　　　ニジマス魚食普及講習会（富士宮市）

　６日　婦人のための県政体験学習（本場）

　７目　塩カル凍結装置普及研究会（東京都）

　　　魚病技術部会（本場）

　11日　県水産加工運団体長会議（静岡市）

　12日　県商運青壮年都大会（静岡市）

　13日　大規検診至誠開発調査打合せ（本場）

　20日　ビンナガ研究協議会（20目～21目静岡市）

　　　養鱒組合総会（富士宮市）

　　　第２回産業教育審議会（静岡市）

21日　管理型調査研究部会（東海水研）

　　　さわら漁業技術交流（御前崎町）

22日　管理型調査ヒヤリング（水産庁）

25日　県地誠農水産物利用高度化推進事業委

　　　貝合（静岡市）

27日～28日

　　　食品関係技術研究会（食品総合研究所）

28目　ニジマス魚食普及講習会（富士宮市）
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